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は じ め に
平成14年の最重要事と し て 真菌医学研究 セ ン タ ー が 文部科学省ナ シ ョ ナ ル バ イ オ リ ソ ー ス プ ロ ジ ェ ク ト
(N B R P) - ｢病原微生物+の中核的機関に選ばれ た ことがあげられます.
当セ ン タ ー は腐敗研究所時代は食中毒細菌, 放線菌, マ イ コ ト キ シ ン 産生菌な どを中心として 菌株 を収集保
存してきました . 昭和38年 (1963年) に宮治 誠教授が大学院生として 病原真薗の研究を開始して か らは, ヒ
ト感毅性の病原真髄が加わり千葉大学医学部附属病院の分離兵薗か ら始まり, 現在は日本全国から臨床分離株
の 同定を依載され, そ の 結果とし て , 輸入真菌, 日和見真菌, 新興其菌株な どが集構され て い ます ･ 1986年か
らは海外学術研究に よ っ て ブ ラ ジ ル など南猟 中国各地で自然界から分離された病原真南と関連菌が集め られ
ました . 1987年3月 に生物悟性研究所が廃止され , 真核微生物研究セ ン タ
ー が新設され て か ら国際交流が極め
て 活発になり, 客員教授, 各種グラ ン ト に よる外国人研究者が研究資料として セ ン タ
ー ヘ 持参した菌株, 国際
協力事業団 (JIC A) の プ ロ ジ ェ ク ト に よる研修, 研究の ため に持ち込まれ た菌株が保存さ れま した ･ 更 に,
2001年慶か ら文科省科学環術振興調整 軌 こよる海外との共同研究に よ -, て ハ ン ガ r)
一 等の 中欧の菌株が加わる
ように なりま した . 病原性放線菌は日本全国か ら同定を依頼された臨床分離株とタイ 国 NIH か ら依頼さ れた
菌株が集積されて い ます . そ の結果 , 現在, 世界5大陸で分離され た病原美園と関連真菌は約9,000, 病原放線
菌が約1,200, 計10,200株がI F M番号を付けられて保存されて います. 1999年3月 に は B 棟の 全面改修が成り
(1998年度補正予算), P3組換え D N A実験室, バ イ オ セ イ フ テ ィ レ ベ ル 3実験室と各種温度に改定された菌株
保存室を完備した病原真菌 ･ 放線菌管理室がで きました. 病原真菌 ･ 放線菌の バ イ オ リ ソ
ー ス と し て は
, 世界
で最も充実して い るオ ラ ン ダの 中央菌類研究所 (C B S) と遜色なく, 保存設備は
一 流 と い っ て よ い で し ょう･
文部科学省は平成14年度より, ｢新世紀重点研究創生プ ラ ン (R R2002)+として ラ イ フ サ イ エ ン ス , 情報通
局, 環境, ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー , 防災 の 5分野に おける課題や研究開発事業を推進するた め に実施機関を公募す
る こととし, ライ フ サ イ エ ン ス分野に お い て は ｢タ ン パ ク300 プ占ジ ェ ク ト+ と ｢ナ シ ョ ナ ル
′ヾイ オ 1) ソ ー ス
プ ロ ジ ェ ク ト+ が平成14年2月28日付けで公募されました. 当セ ン タ ー で は上言己の実鏡をもとに, 細菌に つ い
て は下記の 3大学, 関連細菌に つ い て は理研JC M, 原虫は長崎大学. チ
- 夕 べ - ス に 関して は遺伝研の ご協力
を得て , 西村が代表とな っ て 病原微生物として まとめ, 3月20日 の提出期限当日に文科省に 申請書規を持参し
ま した. 4月19 日に 追加資料として , 申帝金萄を大幅に減額し, 美園 ･ 放線菌に つ い て は科学技術振興調整費
で措置され て い る の で , 本 プ ロ ジ ェ ク トで は細菌と原虫に つ い て予昇措置し, 当セ ン タ
ー に は事務経費を付け
ると言う形で 申請書の 書き直しを致しました . 但 し , N B RP ｢病原微生物+ の組織内に当セ ン タ
- を組み込む
ことは了承して いただきま した. 更に , 4月30 日に は, 西村の 定年後の責任体制, 微生物の カ テ ゴ リ
ー 毎 に サ
ブ機関が保存 ･ 提供を分担するならば, 真菌 ･ 放線菌の保存 ･ 提供以外の千葉大の役割等の説明書の提 出を求
められました . 当 セ ン タ ー は当然 こ の プ ロ ジ ェ ク ト推進の driving ge a rで あ り. 運営会議, 事業の取りまとめ ,
販売の 場合の受注受付 , 出帆 ク レ - ム 受付業務, 病原微生物デ ー タ ベ ー ス に 当 セ ン タ
ー の サ ー バ ー を使用す
るなど に つ い て 説明致しま した .
以上 の様 に貯余曲折はありましたが, 5月29 引こ は選定の通知巷受け, 7月3 日に 日本薬学会館で 開催され
た N】∋R P発足記念 シ ン ポ ジ ウ ム の発表に臨みました . 選定された の は23プ ロ ジ ェ ク ト , 実験動植物と細胞/
D NA, 微生物とし て は病原微生物 (千葉大), 大腸菌 (遭伝研), 酵母 (大阪市大) の 3課題が採択され て いま
した .
以下に N BR P｢ 中核的拠点整備プ ロ グラ ム 一 掃原微生物+ の概略を示します･
対象生物 :病原微生物 (細菌, 放線菌, 東菌, 原虫)
目 的 : 病原微生物 の 収集, 保存, 提供
期 間 : 第1期5年
組 織 : 本田 武司 (細菌)
笹川 千尋 (細菌)
江崎 孝行 (細菌)
大阪大学微生物病研究所 エ マ ー ジ ン グ感染症研究セ ン タ ー 教授
東京大学医科学研究所細菌感染分野 教授
岐阜大学医学部大学院独立専攻再生医科学 ,
微生物 ･ バ イ オ イ ン フ ォ マ テ イ ク ス 教授
西村 和子 (真菌 ･ 放線菌) 千葉大学真薗医学研究セ ン タ ー 系統 ･ 化学分野 教授
神原 贋二 (原虫) 長崎大学熱帯医学研究所感染細胞修飾機構分野 教授
工藤 俊章 (細嵐 放線菌) 理化学研究所生物基盤研究部微生物系統保存施設 (JC M) 部長
菅原 秀明 (デ ー タ ベ ー ス) 国立遺伝学研究所生命情報 ･ D D B J研究セ ン タ ー 教授 ･
運営委員会 :
･ 上記7機関の代表者, サ ブ機関代表者
･ 外部有識者 (五十音順)
上原 至雅 (生物活性物質) 国立感染症研究所生物活性物質部 部長
柿鳥 最 (植物病原性真菌) 筑波大学農林学系 教授
篠田 純男 (細菌) 岡山大学大学院自然科学研究科長, 教授
日本学術会頭会a, 微生物学研究連絡委員会委員長
鈴木健 一 朗 (細菌 ･ 放線菌)
竹内 勤 (原虫)
参加機関内協力者
永武 毅 (感染症)
三上 襲 (放線菌)
福島 和貴 (真南)
(独) 製品評価技術基盤機構バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー セ ン タ ー
生物遺伝資源セ ン タ ー 長
慶応大学医学部熱帯医学 ･ 寄生虫学講座 数授
長崎大学熱帯医学研究所感染症予防治療分野 教授
千葉大学真薗医学研究セ ン タ ー 高分子帝性分野 教授
千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー 真菌資源開発分野 教授
上記15名の 方々 からなる運営委員会 は第1回が平成14年10月声1 日開催され , 委員会要領の制定 , 委員 の 互選
に よ っ て 簾田紀男教授に委員長の労をお取りい ただき, 本格的に活動を開始 しま した . 運営委員会は将来計軌
研究内容等に つ い て 御審議い ただき, 実務的な活動に つ い て は担当者会議で検討して い く こと に なりま した .
もう 一 つ 重要な活動と して ｢感染症研究施設四大学連絡会最+ があります. こ の会議が生まれた経緯は昨年
の年報で述 べ ま した . 本年は当セ ン タ ー が 当番大学に なり , 2月3日 に渡連 武九州大学生体防衛医学研究所
長 , 青木克己長崎大学熱帯医学研究所長, 佐藤良也琉球大学遺伝子実験セ ン タ ー 長お よび各大学か ら計4人の
教授, 当セ ン タ ー か ら は西村を含めて 4人の教授が出席して , 来年の計画と各大学から研究の 紹介が ありまし
た . 会議当番が九大, 琉九 千莫大の順 で拭 っ た の で , 来年は長崎大の 当番で シ ン ポ ジ ウ ム な ど研究発表会を
拡大して , 3年間の成果を公表する こ と に なりま した .
当セ ン タ ー は菌株収集 ･ 保存と海外共同研究を推進するため長年努力を払 っ てきました . こ の地味な努力が
N B R P と して 日 の目を見るこ と に1j:り, 大変喜ばしく思います. 文科省科学技術振興調整費 ｢病原真菌･ 放線
菌遺伝資源の 国際的拠点形成の ため の 基盤整備+ と共に こ の プ ロ ジ ェ ク ト は当セ ン タ ー の 将来 に大きな影響を
及ぼします. 国立大学と して は最後の年に なる来年度は大きな成果をあげて , 独法化後の当セ ン タ ー の 発展 に
結び つ けた い と決意して います. 関係各位 に セ ン タ ー を代表し て御協力と御支援をお願い 申し上げます.
平 成 15 年 2 月
千 葉 大学 真 菌医学 研究 セ ン タ ー 長
西 村 和 子
